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男
・
年
女
た
ち
が
豆
を
求
め

る
人
に
勢
い
よ
く
福
豆
（
豆

の
入
っ
た
袋
）
を
撒
い
た
。

参
列
者
は
こ
の
福
豆
を
家
に

持
ち
帰
り
、
豆
を
撒
い
て
福

を
呼
び
災
い
を
祓
う
。
繰
り

返
す
こ
と
数
回
。
福
豆
の
一

部
に
は
「
当
た
り
」
付
き
も

あ
り
、
舞
殿
周
辺
は
大
き
な

歓
声
で
盛
り
上
が
っ
た
。
い

く
つ
か
キ
ャ
ッ
チ
し
た
人
も

い
れ
ば
、
わ
ず
か
し
か
取
れ

な
か
っ
た
人
も
い
た
。
当
た

て
、
舞
殿
へ
向
か
っ
た
。
事

前
に
配
布
さ
れ
た
整
理
券
を

も
ら
っ
て
待
っ
て
い
た
参
拝

者
が
舞
殿
を
囲
ん
で
豆
撒
き

を
待
っ
て
い
る
中
、
豆
撒
き

に
先
立
ち
、
鳴
弦
の
儀
が
行

わ
れ
、
二
名
の
神
職
は
東
西

南
北
の
四
方
に
向
か
い
弦
を

強
く
引
い
て
一
気
に
放
ち
、

空
気
を
震
わ
せ
災
い
を
も
た

ら
す
邪
気
を
祓
っ
た
。
そ
の

後
太
鼓
の
合
図
で「
福
は
内
」

と
大
声
を
掛
け
な
が
ら
年

２
月
３
日
、
日
曜
日
で
多

く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
中
、

毎
年
恒
例
の
節
分
祭
が
神
奈

川
県
鎌
倉
市
の
鶴
岡
八
幡
宮

（
𠮷
田
茂
穗
宮
司
）
で
斎
行

さ
れ
た
。

午
後
一
時
、
太
鼓
が
打
ち

鳴
ら
さ
れ
大
紋
衣
装
の
年
男

と
年
女
が
本
殿
を
埋
め
尽
く

す
中
、
修
祓
を
終
え
た
宮

司
・
祭
員
が
本
殿
へ
参
進
。

宮
司
一
拝
、
献
饌
の
儀
に
続

き
祝
詞
を
奏
上
し
た
。
続
い

て
八
幡
大
神
様
の
力
を
頒
け

与
え
る
金
幣
神
事
を
執
り
行

っ
た
。
玉
串
拝
礼
に
移
り
宮

司
に
続
き
氏
子
総
代
、
そ
の

他
の
参
列
者
が
玉
串
を
奉
っ

て
拝
礼
し
た
。
撤
饌
の
儀
の

後
、
鳴
弦
の
儀
で
使
用
す
る

弓
二
張
と
矢
数
本
が
執
行
す

る
二
人
の
神
職
に
手
渡
さ
れ

た
。
次
に
宮
司
一
拝
し
て
御

本
殿
で
の
祭
儀
は
滞
り
な
く

修
め
ら
れ
た
。
年
男
・
年
女

は
本
殿
か
ら
大
石
段
を
下
り

か
れ
た
。
今
年
は
建
保
７
年

（
１
２
１
９
）
１
月
27
日
に

源
実
朝
が
鶴
岡
八
幡
宮
で
非

業
の
死
を
遂
げ
て
か
ら
８
０

０
年
の
節
目
に
当
た
る
。
源

実
朝
は
建
久
３
年
（
１
１
８

２
）
に
源
頼
朝
と
北
条
政
子

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

建
仁
３
年（
１
２
０
３
）、
弱

冠
12
歳
で
従
五
位
下
征
夷
大

将
軍
に
任
命
さ
れ
、
第
３
代

将
軍
に
就
任
し
た
。
就
任
当

初
は
、
北
条
時
政
（
祖
父
）

や
北
条
政
子
（
母
）
の
補

佐
・
後
見
を
受
け
て
い
た

が
、
徐
々
に
主
体
的
に
幕
政

に
関
与
し
て
い
っ
た
。
ま
た

京
へ
の
あ
こ
が
れ
か
ら
、
京

都
の
貴
族
文
化
や
文
学
を
愛

し
、
坊
門
信
清
の
娘
を
妻
と

す
る
な
ど
京
と
の
関
係
を
重

視
し
た
。
武
士
と
し
て
は
初

め
て
朝
廷
か
ら
右
大
臣
に
任

命
さ
れ
て
い
る
。
早
く
か
ら

作
歌
に
親
し
み
、
家
臣
を
通

じ
て
藤
原
定
家
の
指
導
を
受

け
る
な
ど
歌
人
と
し
て
も
天

性
の
才
能
を
見
せ
て
い
る
。

特
別
展
で
は
実
朝
・
政
子

親
子
に
栄
西
が
捧
げ
た
「
喫

茶
養
生
記
」（
重
要
文
化
財
・

寿
福
寺
蔵
）
や
「
明
庵
栄
西

坐
像
」（
重
要
文
化
財
・
寿
福

寺
蔵
）
な
ど
実
朝
ゆ
か
り
の

も
の
が
展
示
さ
れ
、
源
頼

朝
、
北
条
政
子
と
実
朝
と
の

親
子
の
情
な
ど
当
時
の
様
子

を
忍
ぶ
こ
と
が
出
来
る
内
容

だ
っ
た
。

か
い
加
持
を
授
け
、
三
帰
依

文
が
奉
唱
さ
れ
読
経
に
入
り
、

「
除
災
招
福
・
開
運
満
足
・

家
内
安
全
」
を
祈
る
表
白
が

奉
読
さ
れ
た
。
太
鼓
が
鳴
り

響
き
、
般
若
心
経
が
読
誦
さ

れ
る
中
、
大
導
師
に
よ
り
願

い
主
の
願
意
が
込
め
ら
れ
た

護
摩
供
が
奉
修
さ
れ
た
。

「
除
災
招
福
・
開
運
満

足
・
家
内
安
全
」
の
祈
願
の

後
に
、
大
導
師
、
年
男
・
年

女
た
ち
が
薬
師
殿
特
設
舞
台

に
勢
揃
い
。
太
鼓
の
合
図
で

一
斉
に「
福
は
内
」「
福
は
内
」

と
連
呼
。
多
く
の
参
詣
者
か

ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

福
豆
を
手
に
し
た
人
は
嬉

し
そ
う
に
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
た
。
高
齢
者
や
幼

児
の
為
の
特
別
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
職
員
か
ら
福
豆

を
別
途
に
手
渡
さ
れ
た
。
川

崎
大
師
で
は
「
聖
域
に
は
鬼

は
存
在
し
な
い
」
と
の
理
由

で
「
鬼
は
外
」
と
は
言
わ
な

い
。
こ
の
日
は
子
供
た
ち
を

連
れ
た
家
族
連
れ
が
多
く
訪

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
今
日
は
、
豆
ま
き
に
三

回
と
も
参
加
し
た
。
豆
を
受

け
取
る
こ
と
が
出
来
て
う
れ

し
い
」
と
述
べ
、
タ
イ
か
ら

厄
除
弘
法
大
師
を
本
尊
と

す
る
神
奈
川
県
川
崎
市
の
大

本
山
川
崎
大
師
（
真
言
宗
智

山
派
金
剛
山
金
乗
院
平
間

寺
、
藤
田
隆
乗
貫
首
）
で
二

月
三
日
、
節
分
会
が
厳
か
に

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、「
除
災

招
福
・
開
運
満
足
・
家
内
安

全
」
の
祈
願
の
後
、
午
前
11

時
半
、
午
後
２
時
、
午
後
４

時
半
の
三
回
に
わ
た
っ
て
藤

田
貫
首
は
じ
め
福
男
・
福
女

に
よ
り
、
約
１
ト
ン
３
万
袋

の
福
豆
が
撒
か
れ
た
。

本
堂
を
満
た
し
た
裃
姿
の

年
男
・
年
女
と
共
に
大
護
摩

供
の
祈
願
者
が
合
掌
す
る

中
、
大
導
師
、
式
衆
が
入

堂
、
本
尊
厄
除
弘
法
大
師
に

拝
礼
、
着
座
。
参
列
者
に
向

れ
、
延
べ
一
万
二
千
人
が
参

詣
し
、
厄
除
弘
法
大
師
の
功

徳
に
あ
ず
か
っ
た
。

20
年
来
毎
年
来
て
い
る
と

い
う
女
性
は
「
こ
こ
に
来
る

来
た
と
い
う
男
性
は
「
ど
ん

な
意
味
が
あ
る
の
か
知
ら
な

い
が
、日
本
の
伝
統
的
な
行
事

に
参
加
で
き
て
と
て
も
満
足

し
て
い
る
」と
話
し
て
い
た
。

り
の
福
豆
を
手
に
し
た
参
列

者
は
交
換
所
で
福
物
（
縁
起

物
な
ど
の
詰
め
合
わ
せ
）
と

交
換
し
た
。

１
月
４
日
か
ら
２
月
５
日

ま
で
鶴
岡
八
幡
宮
の
境
内
に

あ
る
、
鎌
倉
国
宝
館
で
源
実

朝
没
後
８
０
０
年
・
鎌
倉
市

制
施
行
80
年
記
念
「
源
実
朝

と
そ
の
時
代
」
特
別
展
が
開

１
９
１
９
年
に
日
本
の
植

民
地
統
治
下
の
朝
鮮
で
起
き

た
「
３
・
１
独
立
運
動
」
の

導
火
線
と
な
っ
た
朝
鮮
人
東

京
留
学
生
に
よ
る
同
年
２
月

８
日
の「
２
・
８
独
立
宣
言
」

の
宣
布
か
ら
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
同
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
（
李
清
吉
理
事
長
、
朱
宰

亨
総
務
）
で
２
・
８
独
立
宣

言
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
た
。
在
日
本
韓
国

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
１
９
０
６
年

に
朝
鮮
人
留
学
生
の
た
め
に

設
立
さ
れ
、
日
本
と
韓
国
の

懸
け
橋
と
し
て
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

式
典
は
、
東
京
韓
国
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
オ
モ
ニ
合
唱
団
の

「
２
・
８
独
立
宣
言
の
歌
」

の
合
唱
の
後
、
在
日
本
韓
国

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
長
・
李
清
吉

氏
の
開
会
の
辞
で
幕
を
開
け

た
。
続
い
て
、
韓
国
・
国
家

報
勲
処
長
の
皮
宇
鎮
（
ピ
・

ウ
ジ
ン
）
氏
が
韓
国
政
府
を

代
表
し
て
記
念
の
辞
を
述

べ
、「
２
・
８
独
立
宣
言
を
行

っ
た
青
年
た
ち
の
事
を
思
う

と
胸
が
熱
く
な
る
。
こ
こ
か

ら
３
・
１
独
立
運
動
が
出
発

し
た
。
１
０
０
年
経
っ
た
今

も
彼
ら
の
犠
牲
を
忘
れ
ず
、

記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
我
々
は
希
望
の
あ
る
未

来
を
築
き
、
韓
半
島
の
統
一

も
周
り
の
国
と
連
携
し
て
成

し
遂
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

２
・
８
独
立
宣
言
１
０
０

周
年
記
念
事
業
委
員
会
の
李

鍾
杰
委
員
長
（
韓
国
国
会
議

員
）
は
「
日
本
で
勉
強
し
て

い
た
若
い
学
生
た
ち
が
こ
の

場
で
大
韓
民
国
の
独
立
宣
言

を
書
い
た
。
独
立
と
民
主
主

義
の
た
め
に
、
朝
鮮
民
族
の

た
め
に
世
界
の
良
心
に
訴
え

た
。
そ
の
精
神
が
大
韓
民
国

独
立
の
動
機
に
な
っ
た
。

２
・
８
宣
言
を
記
憶
し
、

我
々
は
そ
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
、
良
き
未
来
に
向
か
っ
て

前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
南
北
統
一
、
北
東
ア
ジ

ア
の
平
和
の
た
め
に
も
韓
国

と
日
本
の
関
係
が
一
番
重
要

で
、
今
日
は
両
国
の
新
し
い

未
来
を
築
い
て
い
く
い
い
機

会
だ
」
と
述
べ
た
。

記
念
の
辞
の
後
に
、
ソ
ウ

ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
 金
仁
福
理
事

長
の
聖
書
拝
読
、
在
日
大
韓

基
督
教
会
総
会
長
・
金
鐘
賢

牧
師
の
祈
祷
と
続
き
、
在
日

韓
国
留
学
生
連
合
会
会
長
の

朴
淳
圭
氏
が
２
・
８
独
立
宣

言
書
を
朗
読
し
た
。
次
に
同

事
業
推
進
委
員
会
韓
完
相
委

員
長
、
駐
日
韓
国
大
使
館
の

李
洙
勲
特
命
全
権
大
使
、
光

復
会
・
羅
重
華
副
会
長
、
在

日
韓
国
民
団
中
央
本
部
・
呂

健
二
団
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

東
京
韓
国
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
オ

モ
ニ
合
唱
団
に
よ
る
「
故
郷

の
春
」、
東
京
韓
国
学
校
合

唱
団
に
よ
る
「
タ
ン
ゴ
ア
リ

ラ
ン
」、
両
合
唱
団
合
同
に

よ
る
「
先
駆
者
・
希
望
の
国

へ
」
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に

ソ
ウ
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
理
事

長
の
表
用
垠
元
老
牧
師
に
よ

る
祝
祷
、
そ
し
て
万
歳
三
唱

で
幕
を
閉
じ
た
。

東
京
が
大
雪
に
見
舞
わ
れ

た
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

２
月
８
日
朝
、
朝
鮮
人
留
学

生
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
日
本
語
と
英
語
に
訳
さ

れ
た
独
立
宣
言
文
、
決
議

文
、
民
族
大
会
請
願
書
を
貴

族
院
、
衆
議
院
議
員
、
政
府

要
人
、
各
国
駐
日
大
使
、
内

外
言
論
機
関
宛
に
郵
送
し

た
。
同
日
午
後
２
時
、
在
日

本
東
京
朝
鮮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
現

在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
の

講
堂
で
「
朝
鮮
留
学
生
学
友

パ
イ
ス
な
ど
も
原
料
に
な

る
。香

の
歴
史
は
約
１
５
０
０

年
前
に
始
ま
り
、
飛
鳥
時
代

の
５
３
８
年
、
仏
教
と
共
に

香
木
が
伝
来
し
た
。
５
９
５

年
、
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
流

木
が
淡
路
島
で
見
つ
か
り
、

火
を
つ
け
た
ら
、
と
て
も
良

い
香
り
が
し
て
島
全
体
に
漂

っ
た
の
で
朝
廷
に
献
上
し
た

と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

献
上
さ
れ
た
流
木
を
見
て
聖

徳
太
子
は
「
沈
香
だ
」
と
言

っ
た
と
い
う
。
今
で
も
淡
路

市
の
枯
木
神
社
に
は
香
木
が

御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
市
の
伊
弉
諾

神
宮
に
は
香
り
の
石
碑
が
あ

り
、
聖
徳
太
子
の
言
葉
も
記

さ
れ
て
い
る
。

奈
良
時
代
の
７
５
３
年
に

中
国
か
ら
鑑
真
和
上
が
来
日

し
た
。
鑑
真
は
医
学
の
知
識

が
豊
富
で
、
お
香
の
原
料
や

調
合
技
術
を
日
本
に
も
た
ら

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当

時
は
、
お
香
は
主
に
神
前
、

仏
前
だ
け
に
使
う
も
の
で
、

焼
香
の
材
料
や
体
に
塗
っ
て

身
を
清
め
る
た
め
に
使
っ

た
。
平
安
時
代
に
入
る
と
華

や
か
な
香
文
化
が
芽
生
え
、

貴
族
た
ち
は
自
ら
調
合
し
た

お
香
を
部
屋
に
く
ぐ
ら
せ
、

服
に
つ
け
る
の
を
身
だ
し
な

み
と
し
た
。

鎌
倉
、
室
町
時
代
に
入
る

と
武
士
が
台
頭
し
、
禅
が
広

ま
っ
た
。
鎌
倉
時
代
の
武
士

た
ち
は
香
木
そ
の
も
の
に
惹

か
れ
、
愛
し
、
兜
や
鎧
に
香

を
焚
き
染
め
た
。
室
町
時
代

の
一
休
は
「
香
の
十
德
」
を

広
め
て
い
る
。
織
田
信
長
、

豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
は
香

木
の
蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
香
は

町
人
に
も
広
が
り
、
に
お
い

袋
が
大
流
行
し
、
中
国
か
ら

お
線
香
の
技
術
が
入
っ
て
き

た
。明

治
維
新
に
よ
っ
て
古
い

文
化
は
排
除
さ
れ
、
香
道
は

す
た
れ
、
香
料
の
需
要
は
激

減
し
、
香
り
の
文
化
は
衰
退

の
危
機
を
迎
え
た
。
し
か

し
、
皮
肉
に
も
西
洋
人
に
よ

っ
て
再
び
日
本
に
香
り
文
化

が
も
た
ら
さ
れ
、
和
の
香
り

と
し
て
香
文
化
は
復
活
し

た
。香

木
を
愛
し
た
釈
迦
は
白

檀
が
大
好
き
で
、
涅
槃
図
に

も
香
袋
が
描
か
れ
て
い
る
。

釈
迦
が
亡
く
な
っ
た
時
に
イ

ン
ド
中
か
ら
香
木
を
集
め
、

白
檀
で
火
葬
さ
れ
た
と
い

う
。
庶
民
も
釈
迦
と
同
じ
よ

う
に
白
檀
で
火
葬
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
た
が
、
白
檀
は
高

価
な
の
で
買
う
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
こ
で
親
戚
が
お
金

を
持
ち
寄
っ
た
の
が
香
典
の

始
ま
り
と
さ
れ
る
。
火
葬
の

後
、
釈
迦
の
骨
か
ら
白
檀
の

香
り
が
し
た
と
言
わ
れ
、
私

た
ち
は
線
香
を
焚
い
て
、
釈

迦
と
先
祖
の
懸
け
橋
と
し
て

い
る
。

次
に
実
技
に
移
り
、
講
師

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
調

合
し
、
各
自
の「
に
ほ
ひ
袋
」

を
作
っ
た
。
深
谷
雅
良
専
務

理
事
の
謝
辞
の
後
、
閉
会
し

た
。

種
類
の
香
料
を
調
合
し
て
自

分
の
好
み
の
香
り
を
調
合
し

て「
に
ほ
ひ
袋
」
を
作
っ
た
。

市
毛
和
佳
奈
氏
の
講
演
の

要
旨
は
次
の
通
り
。

香
り
を
作
る
原
料
は
、
沈

香（
じ
ん
こ
う
）、
伽
羅（
き

ゃ
ら
）、
白
檀
（
び
ゃ
く
だ

ん
）
の
三
大
香
木
。
沈
香
は

天
か
ら
贈
ら
れ
た
木
と
言
わ

れ
、
木
の
傷
に
樹
脂
が
入
り

込
ん
で
香
り
を
作
る
。
伽
羅

も
沈
香
と
同
じ
過
程
で
作
ら

れ
、
白
檀
は
元
の
木
自
体
が

良
い
香
り
を
出
す
。
古
代
イ

ン
ド
で
は
宗
教
儀
式
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
、
釈
迦
も
好

ん
で
い
た
。
白
檀
も
良
い
香

り
を
出
す
ま
で
に
50
年
か
ら

１
０
０
年
か
か
る
。
匂
い
は

「
嗅
ぐ
」
だ
が
、
香
り
は「
聞

く
」
と
い
う
。
三
大
香
木
の

他
に
、
漢
方
薬
の
原
料
や
ス

和
佳
奈
氏（「
和
の
香
り
」
創

香
師
、
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）
が
「
お
香
の
歴
史

と
効
能
」
と
い
う
題
で
講
演

し
た
。
次
に
参
加
者
が
「
に

ほ
ひ
袋
創
り
」
の
実
技
、
八

２
月
12
日
、
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
の
埼
佛
会
館
で
、
埼

玉
県
佛
教
会
主
催
の
第
11
回

埼
佛
仏
教
文
化
講
座
が
開
か

れ
た
。
最
初
に
倉
持
秀
裕
会

長
が
挨
拶
し
、
講
師
の
市
毛

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
節
分
祭

神
田
明
神
で
豆
ま
き
式

講演する創香師の市毛和佳奈氏＝2月12日、さ
いたま市の埼佛会館

春
節
を
祝
う
横
浜
中
華
街

で
２
月
16
日
、
祝
舞
遊
行

（
ゆ
う
こ
う
）
の
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
た
。
関
帝
廟
通
り

に
あ
る
山
下
町
公
園
に
集
ま

っ
た
皇
帝
衣
装
隊
な
ど
祝
舞

の
一
行
は
午
後
４
時
、
大
勢

の
観
衆
が
見
守
る
中
ス
タ
ー

ト
し
、
関
帝
廟
通
り
を
練
り

歩
き
な
が
ら
獅
子
舞
、
龍
舞

な
ど
披
露
し
た
。
沿
道
に
は

子
供
た
ち
を
連
れ
た
家
族
や

カ
ッ
プ
ル
が
見
ら
れ
、
年
配

者
や
外
国
人
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

一
行
は
関
帝
廟
通
り
を
抜

け
る
と
、
持
久
門
を
通
っ
て

福
建
路
へ
進
み
、
西
門
通
り

を
抜
け
て
長
安
道
に
入
り
、

そ
こ
の
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
で

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

見
せ
、
観
衆
を
大
喜
び
さ
せ

た
。
そ
の
後
、
善
隣
門
か
ら

中
華
街
大
通
り
に
入
り
、
南

門
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
へ
。
そ
し

て
天
長
門
か
ら
再
び
関
帝
廟

通
り
を
経
て
ス
タ
ー
ト
の
山

下
町
に
戻
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
と
い

う
女
性
は
「
こ
こ
に
来
れ
て

う
れ
し
い
。
綺
麗
な
服
を
着

た
上
品
な
女
性
た
ち
が
本
当

に
良
か
っ
た
。
踊
り
も
素
敵

だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
来
た
夫

婦
は
「
こ
の
よ
う
な
祭
り
は

初
め
て
見
た
。
日
本
に
来
て

本
当
に
良
か
っ
た
。
今
日
は

思
い
出
に
残
る
日
だ
」
と
喜

ん
で
い
た
。

横
浜
中
華
街
の
春
節
は
、

滅
亡
後
に
成
立
し
た
中
華
民

国
で
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
が
採

用
さ
れ
、
１
９
４
９
年
の
中

国
人
民
政
治
協
商
会
議
第
一

次
全
体
会
議
で
、
新
暦
の
１

月
１
日
を「
元
旦
」、
旧
暦
の

正
月
を
「
春
節
」
と
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
他
の
多
く
の
国

で
も
春
節
は
国
の
休
日
に
な

っ
て
い
る
。
朝
の
起
床
後
、

家
族
は
年
配
者
に
長
寿
を
祝

う
言
葉
を
述
べ
、
そ
の
後
、

近
所
の
人
た
ち
や
知
人
と
春

節
を
祝
う
言
葉
を
述
べ
合

い
、
子
供
に
は
赤
い
袋
に
入

っ
た
お
年
玉
（
圧
歳
銭
）
を

渡
す
習
慣
が
あ
る
。
春
節
で

は
家
族
の
団
欒
が
重
ん
じ
ら

れ
、
新
年
に
幸
福
が
も
た
ら

さ
れ
る
よ
う
春
節
用
の
衣
装

を
用
意
し
、
新
年
の
華
や
か

さ
が
演
出
さ
れ
る
。

中
国
で
旧
正
月
を
盛
大
に
祝

う
風
習
か
ら
来
た
も
の
。
横

浜
中
華
街
で
も
中
国
と
同
様

に
「
春
節
」
を
１
９
８
６
年

か
ら
祝
う
よ
う
に
な
り
、
今

年
で
33
回
目
。
中
華
街
で
は

昨
年
11
月
１
日
か
ら
今
年
２

月
28
日
ま
で
中
華
街
全
域
の

春
節
燈
花
と
し
て
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
提
灯
の
灯
で

中
華
街
の
街
並
み
を
演
出

し
、
春
節
を
迎
え
る
２
月
５

日
の
前
夜
に
は
、
横
濱
関
帝

廟
と
横
濱
媽
祖
廟
で
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
た
。

２
月
５
日
に
は
爆
竹
や
太

鼓
が
鳴
り
響
く
中
、
獅
子
舞

「
採
青
」（
つ
ぁ
い
ち
ん
）
が

行
わ
れ
、
９
日
か
ら
17
日
に

か
け
て
山
下
町
公
園
で
春
節

娯
楽
表
演
が
開
か
れ
、
龍

舞
、
獅
子
舞
、
古
箏
演
奏
、

中
国
舞
踏
、
中
国
雑
技
な
ど

が
披
露
さ
れ
た
。
最
後
に
元

宵
節
燈
籠
祭
で
は
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
燈
籠
に
書
き
込
ま
れ
た

各
自
の
願
い
が
天
に
届
く
よ

う
に
奉
納
舞
が
行
わ
れ
、
獅

子
舞
も
披
露
さ
れ
た
。

古
代
中
国
で
は
年
末
年
初

に
臘
祭
で
先
祖
や
衆
神
へ
の

祭
祀
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て

豊
作
の
祈
念
が
行
わ
れ
て
い

た
の
が
春
節
の
由
来
。
 清

鶴
岡
八
幡
宮
の
節
分
祭
＝
２
月
３
日
、
鎌
倉
市

第
11
回
埼
佛
仏
教
文
化
講
座

お
香
の
歴
史
と
効
能
さいたま市

祝舞遊行の行列＝2月16日、神奈川県横浜市の
横浜中華街

春
節
で
賑
わ
う
横
浜
中
華
街

華
や
か
に
祝
舞
パ
レ
ー
ド
横浜市

記念の辞を述べる韓国・国家
報勲処長の皮宇鎮氏＝２月８
日、東京都千代田区の在日本
韓国YMCA

２
・
８
独
立
宣
言
100
周
年
記
念
式
典

独
立
の
精
神
を
日
韓
の
未
来
に
在日本韓国ＹＭＣＡ

江
戸
総
鎮
守
と
し
て
尊
崇

さ
れ
祭
礼
の
神
田
祭
が
江
戸

三
大
祭
り
の
一
つ
で
あ
る
神

田
明
神
（
正
式
名
称
は
神
田

神
社
＝
大
鳥
居
信
史
宮
司
）

で
２
月
３
日
、
恒
例
の
節
分

祭
豆
ま
き
式
が
行
わ
れ
た
。

午
後
２
時
、
江
戸
消
防
記

念
会
の
鳶
頭
に
よ
る
木
遣
り

の
声
も
高
ら
か
に
、
赤
鬼
・

青
鬼
を
は
じ
め
、
だ
い
こ
く

様
・
え
び
す
様
、
雅
楽
を
奏

で
る
楽
人
、
古
式
装
束
の
神

職
に
続
き
、
氏
子
総
代
、
特

別
崇
敬
者
等
年
男
代
表
が
境

内
を
参
進
し
、
御
神
殿
で
の

神
事
に
臨
ん
だ
。

神
事
の
後
、
御
神
殿
前
で

千
代
田
・
中
央
区
長
や
神
田

警
察
署
長
、
神
田
税
務
署
長

ら
に
よ
り
く
す
玉
割
り
が
行

わ
れ
、「
家
内
安
全
」「
交
通
安

全
」「
確
定
申
告
は
お
早
め

に
」
な
ど
の
垂
れ
幕
が
出
て

き
た
。
次
い
で
、
古
代
の
武

人
の
装
束
を
着
用
し
た
神
職

に
よ
り
、
表
鬼
門
・
裏
鬼
門

の
方
角
に
向
け
て
矢
を
放
っ

て
邪
気
を
払
い
多
幸
を
願
う

儀
式「
鳴
弦
の
儀
」
が
、「
え

〜
い
！
」
の
掛
け
声
を
か
け

な
が
ら
行
わ
れ
た
。

豆
ま
き
は
境
内
に
設
け
ら

れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
上
か

ら
で
、
ア
イ
ド
ル
の
「
放
課

後
プ
リ
ン
セ
ス
」
や
元
光
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
の
山
本
淳
一
な
ど

の
タ
レ
ン
ト
が
登
場
す
る

と
、
境
内
は
最
高
潮
に
盛
り

上
が
っ
た
。
ま
た
地
元
の
政

治
家
や
博
物
学
者
の
荒
俣
宏

氏
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
女
性
副
操
縦

士
や
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
ら
も
、「
福
は
内
、
鬼
は

外
」
の
発
声
に
合
わ
せ
、
昨

年
暮
れ
に
完
成
し
た
ば
か
り

の
文
化
交
流
館
に
向
か
い
豆

を
ま
い
て
い
た
。

神
田
明
神
は
毎
年
Ａ
Ｋ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
の
成
人
式
が
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
「
ア
イ
ド
ル

の
聖
地
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
境
内
に
は
、「
銭
形
平

次
の
碑
」
や
「
国
学
発
祥
の

碑
」
な
ど
あ
り
、
江
戸
の
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
。
珍
し
い

の
は
、
信
州
生
ま
れ
の
２
歳

の
ポ
ニ
ー
「
神
馬
・
神
幸
号

（
あ
か
り
く
ん
）」
が
愛
嬌
を

振
り
ま
い
て
い
る
こ
と
。
神

馬
像
は
よ
く
あ
る
が
、
実
際

に
馬
を
飼
っ
て
い
る
神
社
は

少
な
い
。

昨
年
12
月
15
日
、
神
田
明

神
創
建
１
３
０
０
年
を
機
に

オ
ー
プ
ン
し
た
文
化
交
流
館

「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
」
は
、
１

階
が
神
札
授
与
所
、
物
販
・

飲
食
、
２
〜
３
階
が
多
目
的

ホ
ー
ル
、
４
階
が
貴
賓
室
、

地
下
１
階
が
日
本
文
化
体
験

ス
ペ
ー
ス
の
５
フ
ロ
ア
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。「
伝
統
×
革

新
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
伝

統
の
継
承
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
文
化
を
創
出
す
る
交
流

の
場
と
し
て
、
参
拝
者
、
観

光
客
、
訪
日
外
国
人
な
ど
多

様
な
人
々
が
集
ま
る
場
所
に

す
る
の
が
目
的
と
い
う
。

和
モ
ダ
ン
の
ホ
ー
ル
で

は
、
各
種
式
典
の
ほ
か
、
ジ

ャ
パ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
の
発
信

地
と
し
て
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
も
行
う
。
１
階
の

カ
フ
ェ
で
は
女
性
向
け
の
ス

イ
ー
ツ
が
好
評
で
、
売
店
で

は
御
払
い
済
み
の
五
円
玉
が

付
く「
神
社
声
援（
ジ
ン
ジ
ャ

ー
 エ
ー
ル
）」
も
売
ら
れ
て

い
た
。
地
下
１
階
の
ス
タ
ジ

オ
で
は
着
物
の
着
付
け
、
古

典
芸
能
の
落
語
や
お
座
敷
芸

な
ど
も
体
験
で
き
、
江
戸
の

「
粋
」
を
感
じ
ら
れ
る
仕
組

み
。
各
フ
ロ
ア
に
は
ア
ー
ト

作
品
が
展
示
さ
れ
来
館
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
も

っ
と
日
本
を
知
り
た
い
外
国

人
に
人
気
を
博
し
そ
う
で
あ

る
。

会
総
会
」
を
開
き
、「
朝
鮮
青

年
独
立
団
」
を
結
成
し
、
独

立
団
代
表
11
名
の
署
名
入
り

独
立
宣
言
文
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
、

警
察
官
た
ち
が
指
導
メ
ン
バ

ー
を
一
斉
検
挙
し
、
代
表
９

名
が
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
は
、
日
本
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
で
も
報
道

さ
れ
大
き
な
波
紋
を
呼
ん

だ
。
逮
捕
を
免
れ
た
学
生
た

ち
は
朝
鮮
に
戻
り
３
・
１
独

立
運
動
の
展
開
に
積
極
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。
２
・
８

独
立
宣
言
で
逮
捕
さ
れ
た
学

生
に
同
情
と
理
解
を
示
し
た

日
本
人
弁
護
士
は
熱
心
に
弁

護
す
る
な
ど
困
難
な
中
で
も

日
韓
共
生
の
流
れ
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
吉
野
作
造
、
内
村
鑑
三
ら

が
金
貞
植
、
白
南
薫
ら
歴
代

の
総
務
と
の
間
に
信
頼
関
係

を
結
ぶ
な
ど
、
日
本
人
と
朝

鮮
人
と
の
交
流
が
続
い
た
。

現
在
は
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
内
に
「
２
・
８
独
立
宣
言

記
念
資
料
室
」
が
開
設
さ
れ

て
い
る
。

新
築
文
化
交
流
館
も
賑
わ
う

神
田
明
神
の
豆
ま
き

オ
ー
プ
ン
し
た
文
化
交
流
館

川
崎
大
師
で
節
分
会

３
万
袋
の
福
豆
が
参
詣
者
に

川崎大師の節分会＝２月３日、川崎市

し
て
東
山
魁
夷
、
高
山
辰
雄

が
平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

に
制
作
し
た
「
悠
紀
・
主
基

地
方
風
俗
歌
屛
風
」
や
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
が
外
国
御
訪

問
の
際
に
お
持
ち
に
な
っ
て

紹
介
さ
れ
た
作
品
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

主
な
作
品
は
、
①
御
即
位

に
関
連
す
る
作
品
：「
悠

紀
・
主
基
地
方
風
俗
歌
屛

風
」
六
曲
二
双
 平
成
２
年

（
１
９
９
０
）
宮
内
庁
用
度

課
所
管
。
②
「
養
蚕
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
品
：「
養
蚕

天
女
」
高
村
光
雲
作
 大
正

13
年
（
１
９
２
４
）
宮
内
庁

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
。
③
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
外
国
御
訪
問

時
に
紹
介
さ
れ
た
作
品
：

「
小
栗
判
官
絵
巻
」
岩
佐
又

兵
衛
筆
15
巻
の
う
ち
２
巻

（
10
巻
・
15
巻
）
江
戸
時

代
・
17
世
紀
、
宮
内
庁
三
の

丸
尚
蔵
館
蔵
。
④
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
外
国
御
訪
問
時
に

紹
介
さ
れ
た
作
品
：「
花
鳥

十
二
ヶ
月
図
」
酒
井
抱
一
筆

12
幅
 江
戸
時
代
・
文
政
６

年
（
１
８
２
３
）
宮
内
庁
三

の
丸
尚
蔵
館
蔵
。
⑤
フ
ラ
ン

ス
で
開
催
さ
れ
た
御
養
蚕
に

つ
い
て
の
展
覧
会
で
紹
介
さ

れ
た
御
品
：
近
代
初
期
に
日

３
月
５
日
か
ら
東
京
都
台

東
区
の
東
京
国
立
博
物
館

で
、
特
別
展
 御
即
位
30
年

記
念
「
両
陛
下
と
文
化
交
流

―
日
本
美
を
伝
え
る
―
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
展
は

宮
内
庁
が
所
管
す
る
皇
室
ゆ

か
り
の
作
品
の
中
か
ら
、
天

皇
陛
下
御
即
位
の
儀
式
に
際

本
の
蚕
と
繭
を
通
し
て
深
い

関
係
を
築
い
た
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
、
皇
后
陛
下
の
御
養

蚕
、
そ
し
て
日
本
の
絹
文
化

に
つ
い
て
紹
介
す
る
展
覧
会

が
企
画
さ
れ
、
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）
２
月
に
パ
リ

市
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
折

に
展
示
さ
れ
た
、
天
皇
陛
下

御
幼
少
時
の
御
服
や
皇
后
陛

下
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
な

ど
が
展
示
さ
れ
る
。

会
期
：
３
月
５
日（
火
）〜

４
月
29
日（
月
・
祝
）※
３
月

25
日（
月
）、４
月
29
日（
月
・

祝
）
を
除
く
月
曜
休
館
／
会

場
：
東
京
国
立
博
物
館
 本

館
特
別
４
・
５
室
／
主
催
：

東
京
国
立
博
物
館
、宮
内
庁
、

文
化
庁
、
読
売
新
聞
社
／
開

館
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
 ※
金
・
土
曜
日

は
午
後
９
時
ま
で
※
入
館
は

閉
館
の
30
分
前
ま
で

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
で
５
組
10
名
様
を
招
待

は
が
き
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
次
の
宛
先
に
３
月
20
日

（
当
日
の
消
印
有
効
）
ま
で

に
お
送
り
下
さ
い
。
抽
選
で

５
組
10
名
様
に
特
別
展
・
御

即
位
30
年
記
念
「
両
陛
下
と

文
化
交
流
―
日
本
美
を
伝
え

る
―
」
の
招
待
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
当
選
者
の
発
表
は
招

待
券
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宛
先
：
〒
１
６
０
│
０
０

２
２
東
京
都
新
宿
区
新
宿
５

│
13
│
２
  ４
Ｆ
　
宗
教
新
聞

社
「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

御即位30年記念

東京国立博物館で特別展
「両陛下と文化交流─日本美を伝える─」

養
蚕
天
女
　
高
村
光
雲
作
　
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
宮
内

庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
（
展
示
期
間
：
３
月
５
日
〜
31
日
）


